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ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
デ
・
ア
ニ
マ
』
に
お
け
る
感
覚
論
　
　
　
　
　
　
　
　
「
結
合
体
」
論
と
の
関
わ
り
の
解
明
1
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長
島
　
智
子
　
本
論
文
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
デ
・
ア
ニ
マ
』
（
魂
に
つ
い
て
）
（
－
）
の
内
容
が
半
分
以
上
感
覚
論
で
あ
る
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
　
論
証
の
仕
方
は
、
先
ず
第
1
章
で
、
「
共
通
感
覚
」
と
い
う
概
念
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
。
本
概
念
は
彼
の
魂
論
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
概
念
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
『
デ
・
ア
ニ
マ
』
に
限
っ
た
議
論
で
は
不
充
分
で
あ
り
、
『
自
然
学
小
論
集
』
を
含
め
た
解
釈
が
必
要
で
あ
る
。
結
論
と
し
て
、
「
共
通
感
覚
」
と
は
、
感
覚
の
連
動
的
な
統
括
的
能
力
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
次
に
第
2
章
で
、
心
臓
に
魂
の
座
を
措
い
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
議
論
に
着
目
し
、
魂
、
感
覚
、
生
命
、
心
臓
が
ど
の
よ
う
に
関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
か
を
整
理
す
る
。
そ
の
結
果
、
心
臓
が
す
べ
て
の
感
覚
の
中
枢
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
「
感
覚
す
る
」
と
い
う
こ
と
と
「
生
き
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
、
極
め
て
近
い
概
念
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
確
に
な
る
。
最
後
に
結
論
部
第
3
章
と
し
て
、
第
1
章
と
第
2
章
で
得
ら
れ
た
結
果
か
ら
、
生
物
を
「
質
料
」
＋
「
形
相
」
の
「
結
合
体
」
と
考
え
る
彼
の
魂
論
を
検
討
し
て
ゆ
き
、
『
デ
・
ア
ニ
マ
』
に
お
い
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
感
覚
論
に
比
重
を
20
置
い
て
い
る
の
は
、
る
。
彼
の
哲
学
的
立
場
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
全
て
の
議
論
が
整
合
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
論
証
す
第
1
章
共
通
感
覚
　
第
1
章
の
目
的
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
共
通
感
覚
」
と
は
、
感
覚
の
統
括
的
能
力
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
論
証
す
る
こ
と
に
あ
る
。
考
察
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
共
通
感
覚
」
に
関
す
る
研
究
史
を
活
か
し
な
が
ら
行
う
。
　
方
法
は
以
下
の
順
で
あ
る
。
先
ず
、
第
2
巻
6
章
を
と
り
あ
げ
、
『
デ
・
ア
ニ
マ
』
に
お
い
て
「
共
通
感
覚
」
と
は
何
を
指
す
の
か
を
ま
と
め
る
。
次
に
、
こ
の
第
2
巻
6
章
で
出
さ
れ
た
〈
「
共
通
感
覚
」
対
象
〉
の
感
覚
の
み
を
「
共
通
感
覚
」
で
あ
る
と
規
定
で
き
な
い
理
由
を
、
解
釈
の
分
か
れ
て
い
る
第
3
巻
1
章
の
冒
頭
文
を
手
掛
か
り
に
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
結
果
、
2
つ
の
解
釈
の
生
じ
る
原
因
は
、
従
来
の
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
共
通
感
覚
」
と
い
う
概
念
を
『
自
然
学
小
論
集
』
も
含
め
広
義
に
捉
え
て
い
る
点
に
あ
る
こ
と
が
解
る
（
2
）
。
そ
こ
で
『
自
然
学
小
論
集
』
と
『
デ
・
ア
ニ
マ
』
を
対
応
さ
せ
な
が
ら
、
「
共
通
感
覚
」
と
い
う
概
念
を
双
方
か
ら
整
理
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
言
い
た
か
っ
た
の
は
、
複
数
の
バ
ラ
バ
ラ
な
感
覚
が
ひ
と
つ
の
も
の
と
し
て
働
く
こ
と
に
よ
る
感
覚
の
統
括
的
な
能
力
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
　
先
ず
、
『
デ
・
ア
ニ
マ
』
に
お
け
る
「
共
通
感
覚
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
　
　
＊
〈
「
共
通
感
覚
」
対
象
〉
を
感
覚
す
る
感
覚
で
あ
る
　
　
＊
広
義
に
捉
え
た
感
覚
の
一
体
的
な
統
括
的
能
力
で
あ
る
と
す
る
二
つ
の
違
っ
た
解
釈
が
あ
る
。
こ
の
解
釈
の
相
違
の
原
因
を
追
求
す
る
た
め
に
、
初
め
に
行
う
こ
と
と
し
て
、
『
デ
・
ア
ニ
マ
』
第
2
巻
6
章
の
感
覚
対
象
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
箇
所
を
と
り
あ
げ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
っ
て
そ
こ
で
挙
げ
ら
れ
た
3
つ
の
感
覚
対
象
は
感
覚
の
仕
方
の
違
い
か
ら
大
き
く
2
つ
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
〈
表
1
＞
『
デ
・
ア
ニ
マ
』
内
に
お
け
る
感
覚
対
象
の
分
類
（
自
゜
。
9
。
°
。
h
｛
°
）
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直
接
的
感
覚
対
象
　
x
亀
．
黛
ず
蝕
＼
α
冒
Φ
2
1
　
「
固
有
の
感
覚
」
対
象
　
例
　
色
に
と
っ
て
の
視
覚
、
音
に
と
っ
て
の
聴
覚
、
味
に
と
っ
て
の
味
覚
等
　
　
直
接
的
に
感
覚
で
き
て
、
各
感
覚
独
自
の
感
覚
対
象
に
対
応
し
て
い
る
も
の
2
　
「
全
感
覚
共
通
」
の
対
象
　
例
　
大
き
さ
・
形
態
・
数
・
運
動
等
↓
「
共
通
感
覚
」
　
　
直
接
的
に
感
覚
で
き
て
、
全
感
覚
（
視
覚
や
触
覚
な
ど
）
に
共
通
し
て
感
覚
で
き
る
対
象
付
帯
的
感
覚
対
象
　
渓
食
斗
q
曇
為
鶏
ミ
び
ハ
＼
一
コ
α
マ
Φ
臼
3
　
「
偶
然
付
帯
的
感
覚
」
対
象
　
例
　
「
白
い
も
の
を
み
て
デ
ィ
ア
レ
ス
の
息
子
」
と
、
思
う
よ
う
な
場
合
　
　
感
覚
対
象
か
ら
、
直
接
受
け
た
白
と
い
う
色
に
、
偶
然
に
付
帯
し
て
い
る
も
の
　
右
の
表
で
解
る
よ
う
に
、
大
き
さ
・
形
態
・
数
・
運
動
等
の
「
全
て
の
感
覚
に
共
通
し
て
捉
え
ら
れ
る
対
象
さ
　
彫
　
さ
ミ
9
ミ
q
ゆ
燈
［
ω
ρ
ミ
q
3
g
ミ
］
」
は
、
直
接
的
感
覚
対
象
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
（
右
く
表
1
V
の
2
〈
「
全
感
覚
共
通
」
の
対
象
〉
を
参
照
）
。
　
し
か
し
、
こ
の
〈
「
全
感
覚
共
通
」
の
対
象
〉
に
対
す
る
感
覚
の
み
が
「
共
通
感
覚
」
で
あ
る
と
は
言
い
き
れ
な
い
。
そ
の
理
由
を
、
第
3
巻
1
章
冒
頭
文
の
2
通
り
の
解
釈
を
ひ
い
て
説
明
す
る
。
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ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
第
3
巻
1
章
で
、
五
感
に
対
応
す
る
感
覚
器
官
以
外
の
感
覚
器
官
を
我
々
が
持
ち
得
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
説
明
し
て
い
く
際
の
冒
頭
文
．
炉
レ
卸
Ψ
緊
ざ
゜
尊
彩
べ
⑪
く
さ
ミ
9
く
。
駅
ぐ
貝
、
瓢
ミ
ト
ミ
q
魅
溝
ぎ
ふ
く
謎
§
ミ
”
昏
噌
伽
忌
q
還
ミ
q
3
q
自
ミ
q
鵯
ミ
9
題
黛
ミ
嬉
q
曇
喬
ミ
ざ
ハ
鴇
。
～
ミ
渓
ミ
冒
窓
つ
q
巡
q
窓
9
£
ぎ
ミ
。
9
嚢
偽
番
鵯
。
丼
》
隊
ミ
曾
0
9
伽
ふ
へ
．
（
誌
㎝
母
畦
h
．
）
は
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
2
通
り
の
訳
が
あ
る
。
『
デ
・
ア
ニ
マ
』
だ
け
で
解
釈
す
る
〈
訳
1
＞
と
、
『
自
然
学
小
論
集
』
も
含
め
解
釈
す
る
〈
訳
2
＞
で
あ
る
。
お
切
簿
置
を
め
ぐ
る
2
つ
の
解
釈
〈
訳
1
V
　
［
目
ゴ
Φ
旨
醇
ご
ω
こ
゜
目
o
「
8
0
け
冒
○
囚
讐
コ
等
の
解
釈
］
　
「
実
際
に
、
変
化
、
静
止
、
形
態
、
大
き
さ
、
数
、
1
の
よ
う
な
、
共
通
な
も
の
を
、
個
々
の
感
覚
に
よ
っ
て
我
々
が
付
帯
的
に
（
蓬
斗
曾
ミ
為
鑑
ミ
ひ
肉
1
ー
ヨ
島
お
9
）
感
覚
す
る
（
こ
と
に
な
る
）
よ
う
な
固
有
の
感
覚
器
官
が
存
在
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
あ
り
得
な
い
」
〈
訳
2
V
　
［
閑
o
°
・
ρ
口
圃
o
冒
ω
等
の
解
釈
］
　
「
実
際
に
、
変
化
、
静
止
、
形
態
、
大
き
さ
、
数
、
1
の
よ
う
な
、
共
通
な
感
覚
対
象
の
た
め
の
固
有
器
官
は
あ
り
え
ず
、
共
通
の
対
象
を
我
々
は
そ
れ
ぞ
れ
の
感
覚
に
よ
っ
て
付
随
的
に
（
渓
ミ
即
q
曇
も
亀
ミ
ひ
ハ
ー
ー
一
コ
o
置
Φ
耳
餌
ξ
）
感
覚
す
る
」
　
右
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
双
方
の
訳
の
、
相
違
点
は
、
訳
1
が
「
共
通
感
覚
」
対
象
を
我
々
が
付
帯
的
で
な
く
感
覚
す
る
、
つ
ま
り
直
接
的
に
感
覚
す
る
と
読
む
の
に
対
し
、
訳
2
は
反
対
に
付
帯
的
1
1
付
随
的
に
感
覚
す
る
と
読
む
点
に
あ
る
。
「
共
通
感
覚
」
対
アリストテレス『デ・アニマ』における感覚論
象
の
た
め
の
固
有
な
感
覚
器
官
は
な
い
と
い
う
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。
相
違
の
ポ
イ
ン
ト
は
ミ
誌
q
曇
喜
ミ
ざ
ハ
の
訳
し
方
に
見
出
さ
れ
る
。
　
〈
訳
1
＞
は
「
共
通
感
覚
」
を
、
直
接
的
（
島
「
①
9
）
に
感
覚
す
る
も
の
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
歳
袋
斗
q
曇
為
亀
ミ
ひ
ハ
を
先
に
見
た
第
2
巻
6
章
の
感
覚
対
象
の
分
類
〈
表
1
＞
の
α
冒
Φ
9
＼
ぎ
旺
『
Φ
o
け
（
直
接
的
／
付
帯
的
）
に
照
ら
し
た
読
み
方
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
当
然
「
共
通
感
覚
」
対
象
の
感
覚
は
付
帯
的
で
は
な
い
隠
直
接
的
で
あ
る
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
〈
訳
2
＞
は
、
個
々
の
感
覚
に
対
し
て
、
付
随
し
て
生
じ
る
（
ぎ
。
己
Φ
耳
巴
ξ
）
と
解
釈
し
て
い
る
（
3
）
。
こ
れ
は
x
黛
嬉
q
曇
幕
も
ミ
ひ
ハ
の
解
釈
を
、
〈
表
1
V
の
感
覚
対
象
の
分
類
に
あ
て
は
め
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
蓬
逼
q
忌
亀
ミ
ひ
ハ
は
、
一
ロ
o
一
－
α
①
耳
巴
ζ
（
付
随
し
て
）
で
あ
っ
て
、
ヨ
＆
器
9
付
帯
的
感
覚
対
象
で
は
な
い
（
4
）
。
　
次
に
こ
の
〈
訳
2
＞
の
解
釈
が
生
じ
る
の
は
な
ぜ
か
。
そ
の
原
因
が
『
自
然
学
小
論
集
』
（
尋
遷
蟄
さ
ミ
ミ
、
費
以
下
趣
く
と
省
略
す
る
）
に
見
出
せ
る
こ
と
を
次
に
説
明
す
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
『
自
然
学
小
論
集
』
で
、
「
表
象
像
は
共
通
感
覚
（
S
ハ
さ
ミ
蝉
リ
ミ
q
§
9
e
ハ
）
の
一
様
態
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
れ
は
、
間
接
的
に
は
理
知
の
能
力
に
属
す
け
れ
ど
も
、
自
体
的
に
は
第
一
感
覚
能
力
（
＆
§
9
焼
ミ
ミ
q
§
蝋
ミ
曾
）
に
属
す
の
で
あ
ろ
う
」
（
踵
く
ホ
O
巴
ω
）
と
か
、
「
各
々
の
感
覚
に
は
、
一
方
で
は
何
か
固
有
の
感
覚
が
あ
り
、
ま
た
一
方
で
は
共
通
の
能
力
（
さ
ミ
蝉
題
く
§
ミ
）
が
あ
る
」
（
聖
＆
㎝
巴
O
）
と
い
う
表
現
で
、
五
感
覚
（
触
覚
・
視
覚
・
聴
覚
・
嗅
覚
・
味
覚
）
の
諸
機
能
以
外
の
働
き
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
先
ず
『
自
然
学
小
論
集
』
に
お
い
て
こ
う
し
た
表
現
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
働
き
の
内
容
を
分
類
す
る
。
更
に
、
整
理
さ
れ
た
様
々
な
働
き
に
対
応
す
る
議
論
を
、
『
デ
・
ア
ニ
マ
』
か
ら
拾
集
し
、
双
方
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
（
5
）
。
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〈
表
2
＞
『
自
然
学
小
論
集
』
『
デ
・
ア
ニ
マ
』
1
　
〈
表
1
＞
に
お
け
る
「
全
感
覚
共
通
」
の
対
象
の
た
め
の
感
覚
　
　
（
例
　
「
大
き
さ
・
形
態
・
数
・
運
動
」
な
ど
を
感
覚
）
瞳
卜
。
σ
畦
感
自
Q
。
餌
一
〇
跨
2
　
偶
然
付
帯
的
感
覚
対
象
を
感
覚
す
る
働
き
　
　
（
例
　
「
白
い
も
の
を
砂
糖
／
デ
ィ
ア
レ
ス
の
息
子
」
）
念
8
㎝
塗
心
一
〇
。
巴
跨
3
　
感
覚
相
互
の
同
時
付
帯
的
感
覚
　
　
（
例
　
「
胆
汁
が
苦
く
、
黄
色
い
」
）
ホ
留
一
㎝
跨
畠
㎝
跳
O
R
4
　
感
覚
し
て
い
る
こ
と
を
感
覚
す
る
働
き
ホ
㎝
巴
課
h
膳
い
。
㎝
げ
一
｛
｛
°
5
　
甘
／
辛
の
区
別
や
、
白
／
黒
の
区
別
に
加
え
て
、
甘
／
白
の
区
別
＆
冨
一
㎝
賄
｛
°
禽
①
σ
O
塗
6
　
覚
醒
と
睡
眠
が
「
共
通
感
覚
」
の
様
態
で
あ
る
こ
と
ホ
㎝
巴
ω
｛
h
心
ミ
p
一
〇
R
　
右
の
対
応
表
か
ら
解
る
よ
う
に
、
『
自
然
学
小
論
集
』
で
語
ら
れ
て
い
る
機
能
は
、
全
て
『
デ
・
ア
ニ
マ
』
の
議
論
に
も
全
く
一
致
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
ー
～
6
の
感
覚
の
働
き
を
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
『
自
然
学
小
論
集
』
で
は
、
「
共
通
感
覚
」
「
共
通
の
能
力
」
「
第
一
感
覚
能
力
」
と
い
う
表
現
で
説
明
し
て
い
る
。
　
こ
の
結
果
言
え
る
重
要
な
こ
と
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
『
デ
・
ア
ニ
マ
』
『
自
然
学
小
論
集
』
の
両
方
で
、
1
～
6
の
よ
う
な
五
感
覚
そ
れ
ぞ
れ
の
働
き
以
外
の
機
能
に
着
目
し
、
更
に
こ
う
し
た
複
数
感
覚
問
で
の
一
体
性
を
も
っ
た
統
括
的
な
能
力
を
、
「
共
通
感
覚
」
「
共
通
の
能
力
」
「
第
一
感
覚
能
力
」
と
表
現
し
、
感
覚
の
働
き
と
し
て
語
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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最
後
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
と
っ
て
こ
う
し
た
能
力
は
、
あ
く
ま
で
も
感
覚
の
働
き
で
あ
り
、
思
惟
や
理
知
の
働
き
で
は
な
い
こ
と
を
他
の
観
点
か
ら
も
確
認
す
る
。
彼
が
着
目
し
た
上
記
よ
う
な
感
覚
の
統
合
的
な
能
力
は
、
現
代
的
に
言
え
ば
、
意
識
や
脳
の
働
き
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
感
覚
の
働
き
を
超
え
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
働
き
を
即
、
意
識
や
脳
に
置
き
換
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
の
理
由
は
『
自
然
学
小
論
集
』
で
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
、
感
覚
と
は
「
現
在
の
こ
と
だ
け
を
知
る
」
も
の
で
あ
る
と
述
べ
、
「
表
象
」
や
「
記
憶
」
は
感
覚
か
ら
由
来
し
て
起
き
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
℃
≧
念
㊤
』
し
。
｛
ご
。
ま
た
、
『
デ
．
ア
ニ
マ
』
に
お
け
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
感
覚
論
は
、
現
実
態
で
あ
る
感
覚
対
象
の
分
類
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
全
て
の
感
覚
は
感
覚
対
象
に
起
因
し
て
、
感
覚
器
官
を
通
じ
起
き
て
く
る
能
力
と
し
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
扱
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
　
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
第
1
章
の
結
論
と
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
、
「
共
通
感
覚
」
と
い
う
概
念
で
、
感
覚
の
一
体
的
な
統
括
的
能
力
に
着
目
し
て
お
り
、
そ
れ
を
あ
く
ま
で
も
感
覚
の
働
き
と
し
て
語
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
2
章
魂
の
座
　
第
2
章
で
は
、
魂
の
座
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
こ
で
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
魂
、
感
覚
、
生
命
、
心
臓
を
関
連
付
け
て
捉
え
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
更
に
本
章
は
、
彼
が
『
デ
・
ア
ニ
マ
』
の
な
か
で
感
覚
に
比
重
を
お
い
た
理
由
を
探
る
手
掛
か
り
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
考
察
の
結
果
、
彼
は
魂
を
「
生
き
る
原
動
力
」
と
し
て
捉
え
、
心
臓
に
感
覚
器
官
の
中
枢
を
措
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
更
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
「
生
き
て
い
る
こ
と
」
と
「
感
覚
す
る
こ
と
」
を
密
接
に
関
連
付
け
て
捉
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
明
確
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
　
ま
ず
初
め
に
、
魂
の
座
に
関
わ
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
議
論
を
『
デ
・
ア
ニ
マ
』
お
よ
び
そ
の
関
連
書
（
同
時
代
に
書
か
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
書
物
）
か
ら
も
列
挙
し
、
ま
と
め
る
。
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・
『
デ
・
ア
ニ
マ
』
に
お
け
る
魂
の
座
に
関
る
議
論
　
各
感
覚
器
官
を
説
明
し
て
い
く
第
2
巻
に
入
り
、
特
に
聴
覚
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
第
8
章
で
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
声
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
そ
こ
で
の
議
論
か
ら
、
動
物
の
最
初
の
呼
吸
器
官
は
心
臓
で
あ
り
、
そ
こ
に
魂
が
あ
る
、
と
、
彼
が
考
察
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
蒔
b
⊃
〇
一
り
N
①
州
貼
゜
）
。
・
『
自
然
学
小
論
集
』
に
お
け
る
魂
の
座
に
関
る
議
論
　
彼
は
『
自
然
学
小
論
集
』
の
「
青
年
と
老
年
に
つ
い
て
、
生
と
死
に
つ
い
て
」
の
な
か
で
「
有
血
動
物
に
お
い
て
は
魂
の
感
覚
能
力
の
根
源
も
心
臓
の
内
に
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
（
蒔
＄
蝉
盟
ご
と
、
感
覚
能
力
の
根
源
も
心
臓
に
措
い
て
い
る
。
更
に
そ
こ
で
彼
は
、
そ
の
理
由
を
、
有
血
動
物
は
心
臓
か
ら
生
じ
る
か
ら
だ
と
し
て
い
る
（
合
Q
。
σ
卜
。
㊤
）
。
　
次
に
、
心
臓
と
共
通
感
覚
の
相
関
関
係
に
言
及
し
て
い
る
箇
所
か
ら
は
、
感
覚
能
力
の
支
配
的
部
分
が
心
臓
に
あ
り
、
心
臓
は
全
感
覚
器
官
の
共
通
な
感
覚
器
官
で
あ
る
と
彼
が
考
え
て
い
る
こ
と
が
解
る
（
＆
㊤
舘
O
）
。
そ
し
て
、
「
こ
の
部
分
［
心
臓
］
に
生
命
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
感
覚
の
根
源
も
ま
た
必
然
的
に
そ
こ
に
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
…
…
」
、
「
生
命
あ
る
身
体
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
そ
れ
が
感
覚
す
る
こ
と
が
出
来
る
限
り
に
お
い
て
だ
か
ら
で
あ
る
」
（
S
㊤
普
O
）
と
論
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
箇
所
は
、
生
命
と
感
覚
を
結
び
つ
け
て
捉
え
て
い
る
彼
の
考
え
を
明
確
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
お
け
る
生
命
と
感
覚
の
密
接
な
関
連
付
け
は
、
続
く
箇
所
「
も
し
動
物
が
、
感
覚
的
な
魂
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
［
そ
れ
が
動
物
で
あ
る
］
と
定
義
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
有
血
動
物
に
お
い
て
は
必
然
的
に
魂
の
根
源
を
心
臓
の
う
ち
に
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
…
…
」
（
＆
㊤
σ
H
b
⊃
）
と
い
う
論
か
ら
も
充
分
に
読
み
取
れ
る
。
　
以
上
の
箇
所
で
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
略
記
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
▽
　
魂
の
感
覚
能
力
の
座
を
心
臓
に
し
て
い
る
こ
と
　
　
▽
　
心
臓
が
最
初
に
生
じ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
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▽
　
各
感
覚
に
対
し
て
支
配
的
な
立
場
に
あ
る
も
の
は
心
臓
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
　
　
▽
　
感
覚
、
心
臓
、
生
命
の
三
つ
の
密
接
な
関
係
に
注
目
し
て
い
る
こ
と
　
　
▽
　
有
血
動
物
に
お
い
て
魂
の
根
源
は
心
臓
で
あ
る
　
　
▽
　
自
然
学
的
見
地
か
ら
魂
を
考
察
し
よ
う
と
し
て
い
る
探
究
姿
勢
・
『
動
物
運
動
論
』
に
お
け
る
魂
の
座
に
関
る
議
論
　
こ
の
作
品
で
は
魂
の
は
じ
ま
り
を
身
体
の
中
央
部
に
措
い
て
い
る
こ
と
や
、
そ
れ
に
伴
い
、
感
覚
器
官
も
中
央
部
に
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
と
っ
て
既
に
定
説
と
さ
れ
扱
わ
れ
て
い
る
（
刈
O
b
O
σ
b
の
一
）
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
魂
は
心
臓
に
あ
る
と
確
信
を
も
っ
て
捉
え
て
い
る
の
が
読
み
取
れ
る
。
更
に
、
呼
吸
（
ミ
①
曾
黛
）
、
心
臓
、
魂
の
関
係
を
語
っ
て
い
る
箇
所
で
は
、
3
つ
を
関
連
付
け
、
呼
吸
の
起
源
も
心
臓
に
措
い
て
い
る
（
ざ
ω
四
窯
ご
。
・
『
動
物
発
生
論
』
に
お
け
る
魂
の
座
に
関
る
議
論
　
こ
の
著
作
で
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
更
に
は
っ
き
り
と
し
た
形
で
感
覚
の
根
源
を
心
臓
に
措
い
て
い
る
こ
と
、
心
臓
が
現
代
の
医
学
の
認
識
と
は
異
な
り
、
脳
よ
り
も
先
に
形
成
さ
れ
る
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
考
え
て
い
た
こ
と
が
解
る
（
置
ら
。
σ
b
。
①
）
。
更
に
、
睡
眠
と
覚
醒
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
箇
所
で
は
「
何
故
な
ら
、
生
は
感
覚
の
故
に
と
く
に
覚
醒
に
属
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
動
物
が
感
覚
を
有
す
る
こ
と
は
必
然
的
で
あ
り
、
は
じ
め
て
感
覚
が
起
こ
っ
た
時
、
そ
の
と
き
に
は
じ
め
て
動
物
と
言
え
る
の
で
あ
る
…
…
」
（
謡
o
。
げ
ω
い
。
）
と
、
こ
こ
で
も
生
と
感
覚
の
密
接
な
関
係
を
述
べ
て
い
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
と
っ
て
、
生
と
感
覚
は
切
り
離
せ
な
い
重
要
な
一
組
の
概
念
で
あ
り
、
生
壮
感
覚
と
い
う
彼
の
見
解
が
一
層
明
確
に
な
る
。
ま
と
め
て
次
に
略
記
す
る
。
　
　
▽
　
諸
感
覚
の
根
源
は
心
臓
に
あ
る
　
　
▽
　
心
臓
が
全
身
の
中
で
最
初
に
形
成
さ
れ
る
　
　
▽
　
心
臓
付
近
の
熱
と
の
対
立
関
係
か
ら
脳
髄
は
形
成
さ
れ
る
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▽
　
頭
の
周
り
の
部
分
は
心
臓
の
次
に
形
成
さ
れ
る
　
　
▽
　
感
覚
を
有
す
る
も
の
1
1
動
物
　
　
▽
　
生
非
感
覚
　
以
上
を
整
理
す
る
と
、
動
物
に
と
っ
て
、
先
ず
初
め
の
呼
吸
器
官
1
1
心
臓
が
最
初
に
形
成
さ
れ
る
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
考
え
て
い
る
こ
と
、
次
に
、
そ
の
心
臓
に
、
各
感
覚
を
支
配
す
る
感
覚
器
官
の
中
枢
を
措
い
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
感
覚
機
能
が
心
臓
に
あ
る
と
す
る
の
は
、
感
覚
す
る
こ
と
が
出
来
る
限
り
に
お
い
て
こ
そ
、
生
命
あ
る
身
体
で
あ
る
（
『
動
物
発
生
論
』
）
と
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
6
）
。
こ
の
よ
う
に
し
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
と
っ
て
、
感
覚
と
生
命
は
切
り
離
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
必
然
的
に
、
感
覚
の
根
源
は
、
生
命
の
源
で
あ
る
心
臓
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
動
物
と
は
「
魂
を
持
っ
た
物
体
」
で
あ
る
こ
と
を
、
繰
り
返
し
主
張
し
て
い
る
（
7
）
。
彼
に
と
っ
て
、
「
生
き
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
魂
を
持
つ
こ
と
で
あ
り
、
感
覚
す
る
こ
と
で
あ
る
。
魂
は
、
「
生
き
て
い
る
」
こ
と
を
実
証
す
る
も
の
で
、
そ
れ
は
感
覚
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
。
つ
ま
り
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
魂
を
、
「
生
き
る
原
動
力
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
が
明
確
に
な
る
。
こ
う
し
た
整
理
に
よ
り
魂
を
、
「
生
き
る
原
動
力
」
と
し
て
捉
え
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
と
っ
て
、
身
体
を
活
か
す
機
能
を
担
っ
た
心
臓
に
、
魂
の
座
を
措
く
こ
と
が
必
然
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
　
こ
こ
ま
で
の
考
察
で
、
明
確
に
な
っ
た
重
要
な
点
は
、
　
　
（
1
）
　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
と
っ
て
、
「
生
き
る
こ
と
」
は
「
感
覚
す
る
こ
と
」
で
あ
る
こ
と
　
　
（
2
）
　
魂
を
「
生
き
る
原
動
力
」
と
捉
え
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
と
っ
て
は
、
自
ず
と
感
覚
の
中
枢
は
、
生
き
る
こ
と
を
担
っ
　
　
　
　
て
い
る
心
臓
に
措
か
れ
る
こ
と
　
以
上
の
2
点
で
あ
る
。
　
先
の
第
1
章
で
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
、
複
数
の
感
覚
間
の
連
動
的
な
一
体
的
統
括
能
力
に
着
目
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
「
共
通
感
覚
・
共
通
能
力
・
第
一
感
覚
能
力
」
と
い
う
表
現
で
、
感
覚
と
し
て
捉
え
、
論
じ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
章
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
心
臓
に
全
感
覚
器
官
の
中
枢
を
措
く
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
「
共
通
感
覚
」
概
念
は
、
生
命
や
魂
と
関
わ
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
（
8
）
。
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第
3
章
結
合
体
　
最
後
に
結
論
部
、
第
3
章
と
し
て
、
『
デ
・
ア
ニ
マ
』
に
お
い
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
感
覚
論
に
比
重
を
お
い
た
の
は
、
彼
独
自
の
「
結
合
体
」
と
い
う
概
念
に
立
脚
し
た
結
果
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
論
証
し
て
い
く
。
先
ず
「
結
合
体
」
の
概
念
を
『
デ
・
ア
ニ
マ
』
か
ら
整
理
し
、
考
察
す
る
。
そ
の
結
果
、
生
物
と
無
生
物
と
に
お
け
る
相
違
点
が
見
出
せ
る
。
そ
し
て
そ
の
相
違
点
は
、
生
物
が
そ
の
質
料
に
形
相
概
念
を
既
に
含
ん
で
い
る
こ
と
に
あ
る
。
次
に
こ
の
論
点
を
『
形
而
上
学
』
に
お
け
る
、
部
分
（
質
料
）
の
説
明
中
に
全
体
（
形
相
）
の
説
明
（
働
き
”
概
念
）
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
論
に
照
ら
し
て
、
明
確
に
し
て
い
く
。
こ
う
し
た
考
察
の
結
果
、
感
覚
と
「
共
通
感
覚
」
の
関
係
も
、
実
は
部
分
と
全
体
に
対
応
し
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
独
自
の
「
結
合
体
」
論
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
解
る
。
最
終
的
に
、
以
上
で
得
ら
れ
た
結
論
を
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
、
魂
を
生
物
の
「
結
合
体
」
と
考
え
る
魂
の
定
義
に
照
ら
す
こ
と
で
、
彼
の
感
覚
論
と
「
結
合
体
」
論
は
整
合
性
を
保
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
『
デ
・
ア
ニ
マ
』
に
お
け
る
感
覚
論
へ
の
偏
り
の
根
拠
が
解
明
さ
れ
る
。
　
先
ず
、
「
結
合
体
」
（
q
ざ
。
評
ミ
＼
q
⇔
ミ
零
ミ
）
と
い
う
考
え
を
、
『
デ
・
ア
ニ
マ
』
に
お
け
る
彼
の
論
を
基
に
明
確
に
す
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
生
き
て
い
る
も
の
を
、
「
形
相
」
と
「
質
料
」
の
結
び
つ
い
た
両
者
か
ら
成
る
も
の
、
つ
ま
り
「
結
合
体
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
（
臣
卜
。
Q
配
｛
‘
溶
心
鈴
㎝
）
（
9
）
。
「
形
相
」
と
は
、
『
デ
・
ア
ニ
マ
』
に
お
け
る
説
明
を
借
り
れ
ば
「
そ
れ
に
よ
っ
て
、
コ
レ
コ
レ
の
も
の
と
い
う
こ
と
が
既
に
言
わ
れ
る
も
の
」
（
自
卜
。
鋤
Q
。
）
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
コ
レ
コ
30
レ
の
も
の
と
言
う
の
は
、
い
わ
ば
本
質
、
概
念
、
機
能
の
規
定
、
定
義
で
あ
る
と
言
え
る
。
従
っ
て
形
相
と
は
概
念
規
定
で
き
る
も
の
を
指
す
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
質
料
と
は
「
コ
レ
コ
レ
の
も
の
で
あ
る
と
は
そ
れ
自
体
で
は
言
え
な
い
も
の
」
（
摩
い
0
9
刈
）
と
説
明
さ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
概
念
規
定
で
き
な
い
、
も
の
の
素
材
、
構
成
要
素
、
部
分
と
考
え
ら
れ
る
。
　
次
に
、
無
生
物
と
生
物
の
具
体
例
を
挙
げ
、
質
料
と
形
相
を
検
討
す
る
。
例
え
ば
無
生
物
で
あ
る
斧
の
場
合
、
斧
の
形
相
は
「
木
を
切
る
も
の
」
と
概
念
規
定
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
斧
の
質
料
は
素
材
で
あ
る
鉄
や
木
で
あ
る
と
言
え
る
。
鉄
や
木
は
、
斧
と
し
で
－
の
本
質
や
働
き
は
持
っ
て
い
な
い
た
め
、
そ
れ
自
体
で
は
概
念
規
定
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
は
質
料
で
あ
る
（
1
0
）
。
次
に
生
物
で
あ
る
人
間
の
場
合
、
人
間
の
形
相
は
「
生
き
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
間
の
質
料
は
、
構
成
要
素
で
あ
る
手
や
指
や
目
で
あ
る
と
言
え
る
。
　
次
に
無
生
物
と
生
物
の
形
相
と
質
料
の
違
い
を
取
り
上
げ
る
。
例
え
ば
、
人
間
の
目
、
指
、
手
と
い
っ
た
部
分
は
、
生
き
て
い
る
人
間
と
同
じ
よ
う
に
生
き
て
い
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
『
デ
・
ア
ニ
マ
』
で
、
「
見
る
」
機
能
の
な
い
目
は
、
石
の
目
と
か
絵
に
描
い
た
目
と
同
じ
で
（
亀
い
。
σ
い
。
卜
。
h
h
）
、
そ
れ
は
目
で
は
な
い
と
論
じ
、
ま
た
『
形
而
上
学
』
に
お
い
て
も
、
生
き
て
い
な
い
手
は
、
人
間
の
部
分
で
は
な
い
と
説
明
す
る
（
一
〇
ω
①
O
d
ω
一
）
（
n
∀
。
ま
た
指
に
関
し
て
も
、
死
ん
だ
指
は
た
だ
“
ユ
ビ
”
と
名
前
が
同
じ
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
論
じ
て
い
る
（
H
O
ω
α
σ
卜
。
ω
）
。
こ
の
よ
う
な
論
か
ら
、
人
間
の
部
分
で
あ
る
目
、
手
、
指
は
、
全
体
の
機
能
で
あ
る
「
生
き
て
い
る
」
と
い
う
概
念
規
定
が
既
に
含
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
解
る
。
形
相
と
質
料
が
結
び
つ
い
て
し
ま
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
『
形
而
上
学
』
に
お
い
て
生
物
と
同
じ
例
と
し
て
半
円
や
鋭
角
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
半
円
は
円
で
、
円
と
同
じ
丸
く
カ
ー
ブ
し
て
い
る
と
い
う
性
質
を
持
っ
て
い
る
。
部
分
の
中
に
全
体
の
説
明
が
入
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
鋭
角
も
、
直
角
よ
り
小
さ
い
角
と
い
う
こ
と
で
部
分
の
中
に
全
体
の
説
明
が
入
っ
て
い
る
（
同
O
ω
切
σ
㊤
）
。
こ
の
よ
う
に
、
生
物
や
、
円
、
鋭
角
な
ど
は
、
部
分
で
あ
る
質
料
に
全
体
の
形
相
の
概
念
が
既
に
含
ま
れ
て
い
る
「
結
合
体
」
な
の
で
あ
る
（
1
2
）
。
「
生
き
て
い
る
手
」
と
「
生
き
て
い
る
人
間
」
と
い
う
関
係
は
質
料
も
形
相
も
同
じ
「
生
き
て
い
る
」
と
い
う
働
き
で
あ
る
。
アリストテレス『デ・アニマ』における感覚論31
つ
ま
り
人
間
の
手
、
目
、
指
は
、
人
間
全
体
の
「
生
き
て
い
る
」
と
い
う
働
き
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
こ
う
し
て
、
「
質
料
」
と
「
形
相
」
は
そ
れ
ぞ
れ
に
分
け
ら
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
（
一
8
㎝
鋤
卜
。
○
。
）
。
　
最
後
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
魂
の
定
義
と
結
び
つ
け
て
論
及
し
、
彼
の
魂
論
に
お
け
る
感
覚
へ
の
偏
り
の
根
拠
を
明
確
に
し
た
い
。
彼
は
、
魂
を
生
物
の
形
相
と
定
義
し
て
い
る
（
1
3
）
。
先
の
考
察
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
生
物
は
質
料
に
全
体
の
形
相
概
念
が
既
に
含
ま
れ
て
い
る
「
結
合
体
」
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
全
体
の
形
相
で
あ
る
魂
と
同
じ
機
能
は
、
構
成
要
素
（
質
料
）
に
も
含
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
魂
と
同
じ
機
能
が
、
構
成
要
素
に
な
い
と
な
れ
ば
、
彼
の
「
結
合
体
」
の
概
念
は
守
れ
な
く
な
る
。
感
覚
は
、
構
成
要
素
で
あ
る
手
や
目
や
指
に
も
あ
り
、
全
体
に
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
対
し
、
例
え
ば
思
考
（
曾
魁
§
ミ
）
や
理
性
（
さ
o
ハ
）
と
い
っ
た
言
わ
ば
理
知
的
能
力
は
、
手
、
目
、
指
に
は
な
い
。
つ
ま
り
全
体
に
あ
っ
て
も
構
成
要
素
に
理
知
の
働
き
は
な
い
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
「
身
体
と
感
覚
は
不
可
分
な
も
の
で
あ
る
が
、
理
性
は
切
り
離
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
（
合
㊤
σ
ω
｛
ご
（
1
4
）
と
考
え
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
彼
は
、
理
知
能
力
で
は
な
く
、
全
体
と
部
分
の
双
方
に
あ
る
感
覚
を
魂
の
働
き
と
し
て
・
王
に
取
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
そ
し
て
、
彼
は
「
感
覚
す
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
で
あ
る
」
と
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
　
本
論
文
第
1
章
で
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
、
複
数
感
覚
の
一
体
的
な
統
括
能
力
の
働
き
に
着
目
し
て
い
る
こ
と
、
更
に
そ
れ
を
「
共
通
感
覚
」
「
共
通
能
力
」
「
第
一
感
覚
能
力
」
と
し
て
あ
く
ま
で
も
、
感
覚
の
働
き
と
し
て
扱
っ
て
い
る
こ
と
を
論
証
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
言
葉
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
、
第
1
章
で
表
示
し
た
ー
～
6
の
働
き
は
、
先
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
本
来
感
覚
の
範
囲
を
超
え
る
も
の
で
あ
り
、
言
わ
ば
理
知
等
の
働
き
と
し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
間
の
手
や
目
や
指
に
は
理
知
の
機
能
は
な
い
。
つ
ま
り
、
全
体
も
部
分
も
同
じ
機
能
を
持
つ
「
結
合
体
」
の
質
料
と
し
て
扱
え
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、
部
分
と
し
て
の
各
感
覚
と
全
体
と
し
て
の
「
共
通
感
覚
」
の
関
係
は
、
部
分
（
質
料
）
の
中
に
、
全
体
（
形
相
）
の
働
き
が
既
に
含
ま
れ
て
い
る
上
、
全
体
が
単
な
る
部
分
の
集
合
で
は
な
く
、
統
括
的
な
】
体
的
役
割
を
担
う
と
い
う
彼
の
「
結
合
体
」
論
と
十
分
一
32
致
す
る
も
の
で
あ
る
（
1
5
）
。
そ
し
て
心
臓
こ
そ
が
、
部
分
と
全
体
に
共
通
し
た
機
能
で
あ
る
「
感
覚
す
る
こ
と
」
と
、
「
生
き
る
こ
と
」
を
可
能
に
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
、
魂
の
座
を
措
く
の
も
彼
に
と
っ
て
は
当
然
の
帰
結
と
な
る
の
で
あ
る
。
結
　
　
び
　
本
論
文
の
考
察
に
よ
っ
て
明
確
に
な
っ
た
の
は
以
下
の
こ
と
で
あ
る
。
一、
ﾞ
の
形
相
－
質
料
と
い
う
概
念
は
、
全
体
－
部
分
に
対
応
で
き
る
こ
と
二
、
部
分
と
全
体
に
共
通
の
本
質
を
持
つ
結
合
体
と
し
て
生
物
が
把
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
三
、
生
物
の
本
質
的
な
機
能
の
う
ち
、
全
体
に
も
部
分
に
も
共
通
に
在
る
も
の
と
し
て
感
覚
は
着
目
さ
れ
、
特
に
複
数
感
覚
の
統
括
　
的
機
能
で
あ
る
「
共
通
感
覚
」
概
念
は
、
全
体
が
単
な
る
部
分
の
集
合
で
は
な
く
、
統
括
的
な
一
体
的
役
割
を
担
う
と
い
う
彼
の
　
「
結
合
体
」
論
と
一
致
し
て
お
り
、
魂
論
に
お
い
て
重
要
な
要
素
に
な
っ
て
い
る
こ
と
　
以
上
3
つ
の
結
論
か
ら
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
『
デ
・
ア
ニ
マ
』
に
お
い
て
感
覚
論
に
比
重
を
お
い
た
魂
論
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
質
料
と
形
相
の
「
結
合
体
」
と
い
う
彼
独
自
の
概
念
が
強
く
反
映
さ
れ
た
結
果
で
あ
り
、
彼
に
と
っ
て
は
充
分
に
論
理
的
一
貫
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
〔
注
〕
（
1
）
　
本
論
文
で
ラ
テ
ン
語
の
原
題
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
の
は
、
以
下
の
理
由
に
よ
る
。
原
典
目
伽
鳥
冬
暴
錦
の
尽
護
尋
が
元
々
多
様
　
な
概
念
を
含
み
、
ま
た
日
本
語
訳
に
お
い
て
、
訳
者
各
々
の
意
図
と
、
訳
出
さ
れ
た
各
々
の
時
代
背
景
の
影
響
を
受
け
『
心
理
学
』
『
霊
アリストテレス「デ・アニマ』における感覚論33
魂
論
』
『
霊
魂
に
つ
い
て
』
『
心
と
は
何
か
』
と
変
化
し
て
い
る
。
最
新
訳
の
「
心
」
で
は
、
プ
ラ
ト
ン
や
そ
れ
以
前
の
尽
巽
蝉
観
が
十
分
　
反
映
し
き
れ
な
い
と
い
う
危
惧
か
ら
、
ま
た
「
霊
魂
」
と
い
う
訳
で
は
現
代
語
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
身
体
と
遊
離
し
た
感
が
強
す
ぎ
る
懸
念
　
か
ら
、
こ
れ
ら
両
者
の
訳
は
採
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
田
中
美
知
太
郎
が
プ
ラ
ト
ン
の
『
国
家
』
で
、
冬
護
尋
に
あ
て
た
「
心
魂
」
と
い
う
訳
は
、
両
者
の
中
間
に
位
置
し
概
念
的
に
は
近
い
と
思
う
が
、
一
般
的
に
あ
ま
り
耳
慣
れ
て
い
な
い
た
め
、
本
論
文
は
冬
§
蝉
の
訳
を
　
「
魂
」
と
現
段
階
は
す
る
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
み
の
冬
護
蝉
の
訳
と
し
て
は
、
「
生
能
」
（
土
橋
茂
樹
『
理
想
』
①
2
）
と
い
う
訳
が
最
も
彼
自
身
の
概
念
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
第
1
巻
で
の
議
論
（
先
人
達
の
罫
§
蝉
論
）
に
ま
　
で
は
当
て
は
め
に
く
い
た
め
、
こ
れ
も
採
ら
な
か
っ
た
。
（
2
）
　
永
井
龍
男
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
共
通
感
覚
」
『
富
山
大
学
人
文
学
紀
要
』
1
9
（
2
、
3
頁
）
に
お
い
て
は
、
広
義
と
狭
義
と
い
う
　
区
別
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
（
3
）
〉
房
什
＆
ρ
思
昌
ミ
ミ
㌧
Φ
鼻
巴
三
昏
葺
「
＆
9
ぼ
。
コ
帥
＆
8
∋
∋
①
耳
曽
蔓
ξ
゜
。
『
∪
鋤
く
己
幻
゜
ω
ω
る
臥
゜
旦
一
〇
①
一
一
〇
°
ω
゜
。
°
（
4
）
　
○
訳
餌
げ
P
ω
Φ
ロ
ω
倉
゜
鉱
o
コ
p
°
巳
O
o
コ
ω
o
一
〇
二
ω
コ
Φ
ω
ω
ぎ
〉
「
置
8
こ
Φ
、
ω
勺
ω
《
o
ゴ
o
一
〇
α
q
ざ
戸
P
口
0
8
卜
。
ら
に
よ
れ
ば
、
○
囚
鋤
7
昌
は
続
く
畠
匿
冒
～
い
。
°
。
や
第
2
巻
6
章
の
分
類
に
も
照
ら
す
べ
き
だ
と
し
て
、
訳
2
の
間
違
い
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
○
内
讐
づ
が
言
う
よ
う
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
拒
絶
し
て
い
る
第
六
感
の
よ
う
な
特
別
な
感
覚
（
慈
Φ
の
O
①
o
一
巴
ω
Φ
房
Φ
ω
）
が
存
在
し
、
そ
　
れ
に
よ
っ
て
「
共
通
感
覚
」
対
象
が
感
覚
さ
れ
る
の
だ
と
は
即
言
い
き
れ
な
い
。
つ
ま
り
「
共
通
感
覚
」
対
象
の
感
覚
は
こ
こ
で
ア
リ
ス
　
ト
テ
レ
ス
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
複
数
感
覚
の
｝
体
的
連
動
作
用
に
よ
る
も
の
で
、
こ
れ
は
ρ
区
g
。
ぎ
の
言
う
昏
Φ
ω
O
①
o
一
巴
ω
①
昌
ω
Φ
ω
と
な
ら
な
い
の
で
、
訳
2
の
解
釈
は
、
間
違
い
で
あ
る
と
は
言
い
き
れ
な
い
と
著
者
は
考
え
る
。
（
5
）
　
本
論
文
に
お
い
て
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
共
通
感
覚
は
幻
o
ω
ω
と
同
様
に
b
鳴
卜
§
と
踵
く
を
ま
と
め
て
扱
い
そ
の
働
き
は
表
記
の
　
6
つ
で
あ
る
と
す
る
論
を
基
本
的
に
は
採
用
し
て
い
る
（
カ
o
ω
ω
は
3
を
2
に
含
め
て
扱
っ
て
い
る
た
め
5
つ
で
あ
る
）
。
し
か
し
そ
の
内
容
に
は
囚
聾
コ
同
様
、
異
論
が
あ
る
。
反
論
点
は
菊
o
ω
ω
が
、
34
　
1
、
1
の
〈
共
通
感
覚
対
象
〉
を
感
覚
す
る
働
き
に
、
時
間
の
概
念
を
導
入
し
て
い
る
こ
と
　
2
、
共
通
感
覚
対
象
は
固
有
感
覚
に
付
帯
し
て
い
る
1
1
付
随
し
て
生
じ
る
と
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
反
論
の
根
拠
を
述
べ
る
。
時
間
の
概
念
は
鍾
く
の
記
憶
に
つ
い
て
の
議
論
の
中
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
園
o
ω
ω
は
こ
の
時
間
も
運
動
（
変
化
）
に
関
わ
る
の
で
大
き
さ
や
形
態
等
と
並
ぶ
共
通
感
覚
対
象
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
園
o
ω
ω
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
共
通
感
覚
対
象
の
設
定
に
プ
ラ
ト
ン
と
の
類
似
性
を
見
出
し
て
い
る
こ
と
と
（
菊
o
ω
ω
前
掲
書
℃
°
逡
）
、
そ
の
感
覚
が
付
帯
的
、
付
随
的
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
「
共
通
な
も
の
」
の
設
定
に
お
け
る
プ
ラ
ト
ン
と
の
類
似
性
は
同
意
で
き
る
が
、
そ
の
扱
い
は
勾
o
ω
ω
も
言
及
し
て
い
る
通
り
プ
ラ
ト
ン
が
思
量
／
勘
考
（
q
葺
レ
o
寒
曾
び
り
）
［
↓
げ
Φ
鋤
Φ
什
Φ
什
⊆
曾
一
゜
。
①
α
b
。
］
と
し
て
い
る
の
に
対
し
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
感
覚
と
し
て
扱
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
両
者
を
正
確
に
分
け
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
本
論
文
　
で
は
、
こ
の
時
間
の
概
念
は
あ
く
ま
で
も
内
讐
コ
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
記
憶
や
想
起
に
関
わ
っ
て
感
覚
の
共
通
の
能
力
に
「
派
生
的
　
（
〇
二
け
ひ
q
「
o
≦
9
ω
）
」
の
生
じ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
1
に
組
み
込
む
こ
と
に
は
賛
成
し
が
た
い
。
ま
た
共
通
感
覚
対
象
を
付
随
的
と
す
る
菊
o
ω
ω
に
意
見
に
対
し
て
は
、
『
デ
・
ア
ニ
マ
』
の
み
考
え
る
限
り
は
、
共
通
感
覚
対
象
は
第
2
巻
6
章
か
ら
の
流
れ
や
第
3
巻
1
章
の
内
容
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
、
〈
訳
1
＞
の
「
直
接
的
感
覚
対
象
」
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
従
っ
て
分
類
に
お
い
て
厳
密
に
は
、
　
1
の
内
容
は
菊
o
ω
ω
と
異
な
り
、
そ
れ
は
b
鳴
郎
§
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
共
通
感
覚
対
象
の
た
め
の
感
覚
の
み
で
、
そ
れ
ら
は
第
2
巻
6
章
で
直
接
的
感
覚
対
象
に
分
類
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
（
○
囚
鋤
ぎ
　
前
掲
論
文
O
や
一
9
嵩
参
照
）
。
（
6
）
　
「
感
覚
す
る
こ
と
が
出
来
る
限
り
に
お
い
て
生
命
あ
る
身
体
で
あ
る
」
と
す
る
考
え
は
、
踵
く
8
⑩
舘
O
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
（
7
）
　
「
動
物
は
魂
を
持
っ
た
物
体
で
あ
る
」
（
b
鳴
卜
罫
お
㌻
旨
、
9
2
謬
゜
。
げ
6
ミ
）
（
8
）
魂
の
座
を
め
ぐ
る
議
論
だ
け
を
取
り
上
げ
れ
ば
、
プ
ラ
ト
ン
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
経
て
、
ガ
レ
ノ
ス
の
時
代
に
成
熟
し
た
と
言
え
る
。
ガ
レ
ノ
ス
は
身
体
の
能
力
を
三
分
割
し
て
考
え
、
生
命
的
諸
能
力
を
心
臓
に
、
神
経
的
諸
能
力
を
脳
に
、
栄
養
的
諸
能
力
を
肝
臓
に
措
い
て
い
る
。
し
か
し
、
イ
ブ
ン
・
ス
ィ
ナ
ー
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
方
法
を
採
用
し
て
心
臓
優
位
を
復
活
さ
せ
て
い
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る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
起
源
を
有
す
る
自
然
学
的
な
原
因
論
的
思
考
は
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
や
ガ
レ
ノ
ス
に
よ
っ
て
、
病
気
の
た
め
の
病
因
論
的
思
考
と
な
り
、
イ
ブ
ン
・
ス
ィ
ナ
ー
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ス
ト
ア
派
に
お
い
て
も
、
魂
の
座
を
心
臓
に
措
く
こ
と
、
呼
吸
と
魂
の
関
係
と
い
っ
た
点
な
ど
で
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
論
は
か
な
り
影
響
を
与
え
て
い
る
（
五
十
嵐
一
著
『
東
方
の
医
と
知
　
イ
ブ
　
ン
・
ス
ィ
ナ
ー
研
究
』
講
談
社
、
伊
東
俊
太
郎
責
任
編
集
『
イ
ブ
ン
・
ス
ィ
ナ
ー
』
朝
日
出
版
社
、
デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
・
ラ
エ
ル
テ
ィ
オ
ス
　
『
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
者
列
伝
　
中
』
7
巻
1
章
、
岩
波
文
庫
、
｝
〉
ピ
o
蹟
”
ミ
N
貯
ミ
の
職
偽
き
賊
、
8
愚
婁
ω
8
一
〇
ρ
国
O
o
費
Φ
g
。
口
ω
”
ω
0
8
け
8
ρ
d
三
く
°
o
h
O
巴
蹴
o
「
三
鋤
零
Φ
ω
ω
－
じ
d
臼
乙
Φ
ざ
一
り
週
参
照
）
（
9
）
　
厳
密
に
は
『
デ
・
ア
ニ
マ
』
に
お
い
て
「
結
合
体
」
と
い
う
単
語
は
出
て
こ
な
い
。
し
か
し
、
『
形
而
上
学
』
Z
巻
1
0
章
他
に
お
け
　
る
議
論
に
照
ら
し
て
も
、
『
デ
・
ア
ニ
マ
』
の
質
料
＋
形
相
を
「
結
合
体
」
と
す
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
と
筆
者
は
考
え
る
。
（
1
0
）
　
b
鳴
郎
§
（
凸
N
げ
＝
B
に
お
け
る
斧
と
目
の
例
は
形
相
1
1
本
質
を
魂
と
す
る
こ
と
に
基
づ
い
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
例
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。
本
質
（
斧
に
と
っ
て
の
〈
切
る
こ
と
〉
や
目
に
と
っ
て
の
〈
見
る
こ
と
〉
）
を
伴
わ
な
い
そ
れ
ぞ
　
れ
は
単
な
る
同
音
異
義
な
も
の
（
バ
　
　
、
o
装
e
く
曇
O
り
）
に
す
ぎ
ず
、
石
の
目
と
な
ん
ら
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
と
読
む
。
旨
》
．
　
》
o
ξ
≡
　
〉
ユ
ω
8
8
げ
∪
臥
言
三
〇
霧
o
h
篭
G
・
§
ミ
ヨ
叶
冨
卜
、
職
ミ
鴨
G
・
o
ミ
毎
蓋
無
ミ
、
鴨
、
①
9
8
α
σ
《
』
o
昌
鋤
9
鋤
コ
し
u
p
。
「
昌
①
ω
俸
国
o
げ
9
。
a
ω
o
鑓
9
一
ピ
o
コ
α
o
コ
∪
9
評
≦
o
「
9
一
〇
刈
P
三
浦
洋
「
生
命
の
定
義
と
質
料
形
相
論
」
『
哲
学
』
4
9
号
、
浜
岡
剛
「
質
料
と
し
て
の
生
き
て
い
　
る
身
体
　
　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
デ
・
ア
ニ
マ
』
に
お
け
る
質
料
　
　
形
相
理
論
」
西
洋
古
典
学
研
究
4
3
戸
象
跨
な
ど
を
参
照
し
た
。
（
1
1
）
　
こ
の
説
明
に
お
け
る
「
既
に
」
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
形
相
の
説
明
に
お
け
る
「
既
に
」
（
蝋
曾
）
に
対
応
す
る
と
筆
者
は
現
在
の
　
と
こ
ろ
考
え
て
い
る
が
、
『
形
而
上
学
』
の
観
点
か
ら
の
よ
り
徹
底
的
な
研
究
が
更
に
必
要
で
あ
る
。
（
1
2
）
　
こ
こ
で
、
無
生
物
は
「
結
合
体
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
b
鳴
冨
§
に
お
い
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
物
は
「
質
料
＋
形
相
」
1
1
「
結
合
体
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
無
生
物
の
「
結
合
体
」
に
対
し
て
、
い
わ
ば
強
い
「
結
合
体
」
　
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
生
物
は
そ
の
起
動
因
を
自
ら
の
う
ち
に
持
ち
、
無
生
物
は
起
動
因
と
し
て
第
3
者
を
要
求
す
る
と
い
う
点
36
　
で
、
同
じ
「
結
合
体
」
で
も
生
物
と
無
生
物
に
お
い
て
は
違
い
が
あ
る
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
一
方
で
述
べ
て
い
る
（
ミ
恥
ミ
貫
軌
）
。
　
（
起
動
因
的
見
解
は
金
子
義
彦
「
全
体
と
部
分
の
関
わ
り
に
つ
い
て
ー
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
実
体
論
の
観
点
か
ら
『
ア
カ
デ
ミ
ア
』
零
南
山
大
学
、
藤
井
義
夫
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
研
究
　
　
存
在
と
認
識
の
諸
問
題
』
岩
波
書
店
　
昭
和
1
5
年
、
ロ
゜
ω
ω
深
｛
°
等
を
参
照
。
こ
の
問
題
は
『
形
而
上
学
』
側
か
ら
と
、
ま
た
、
b
鳴
冨
§
第
3
巻
5
章
に
お
け
る
能
動
理
性
と
の
関
わ
り
か
ら
も
更
に
深
く
研
究
す
る
余
地
が
十
分
あ
る
が
、
本
論
文
で
は
生
物
と
無
生
物
の
「
結
合
体
」
の
差
異
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
み
を
確
　
認
す
る
に
と
ど
め
る
。
（
1
3
）
　
b
鳴
》
鐸
島
b
。
舘
O
「
魂
と
は
、
生
き
る
能
力
を
可
能
的
に
持
っ
て
い
る
自
然
物
体
（
身
体
）
の
形
相
と
い
う
意
味
で
実
体
で
あ
る
」
（
1
4
）
　
b
鴨
》
§
お
O
σ
ω
臣
本
論
文
に
お
い
て
は
、
上
掲
箇
所
の
ほ
か
お
O
巴
刈
や
お
O
σ
ω
と
共
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
理
性
を
感
覚
と
は
別
　
の
も
の
と
し
て
論
じ
て
い
る
箇
所
に
基
づ
き
研
究
を
進
め
た
。
し
か
し
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
理
性
の
問
題
は
b
鴨
郎
謡
．
第
3
巻
5
章
に
　
お
け
る
能
動
理
性
の
問
題
も
含
め
十
分
研
究
し
て
い
く
余
地
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
（
1
5
）
　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
ミ
鴨
ミ
Z
巻
1
0
章
で
、
全
体
－
部
分
の
議
論
を
し
た
上
で
、
ミ
鳴
ミ
Z
巻
1
6
章
に
お
い
て
全
体
は
部
分
の
単
　
な
る
集
合
体
で
は
な
く
統
一
体
と
し
て
捉
え
る
考
え
を
論
じ
て
い
る
。
全
体
と
部
分
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
前
掲
論
文
、
金
子
義
彦
「
全
体
と
部
分
の
関
わ
り
に
つ
い
て
」
を
参
照
し
た
。
＊
本
論
文
は
、
平
成
1
1
年
度
卒
業
論
文
と
し
て
提
出
し
た
も
の
に
基
づ
く
。
平
成
1
2
年
度
春
季
学
習
院
哲
学
会
研
究
発
表
会
に
お
い
て
発
表
　
し
た
も
の
に
更
に
検
討
加
筆
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
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